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皆様におかれましては、手塩にかけて育てた助産学
生を社会に送り出した喜びを味わう間もなく、新学期
準備に奮闘されていることと思います。
昨年は、4月 14 日に震度 7を記録する熊本地震、6
月に内浦湾、10 月には鳥取県中部地震が発生し、助産
学生が学ぶ被災地には甚大な被害がもたらされまし
た。これらの地震により亡くなられた方に謹んで哀悼
の意を表するとともに、今なお、被災生活を送る方々
に対し心よりお見舞い申し上げます。
社会貢献委員会は、皆様のご協力を得ながら災害支
援に取り組んでおります。今回は、熊本地震への災害
支援活動の実際をご報告します。

安否確認と方針決定
平成 28 年 4 月 14 日 21 時 46 分、熊本地区災害の緊
急ニュース報道を受け、社会貢献委員会は、翌日早朝
からメール会議を開始しました。
4 月 15 日：九州地区の会員校 22 校に①人的被害状況、
②住居など物的被害状況、③ライフラインの状況、④
現在の居場所、⑤ 5月 6 日からの授業開始に向けての
対応の可否、⑥安否確認、⑦交通手段の状況等の確認
メールを発信しました。
4 月 17 日： 6 校の会員校から、無事であること、被害
はないことの連絡が入りました。熊本県の被害状況が
つかめず、九州地区の理事に情報提供を依頼しました。
社会貢献委員会は、得た情報を随時理事会に報告す
ると共に、平成 28 年熊本地震への支援対応の基本方
針案を理事会に提出しました。
１．  助産師学生が今後も助産学の学習を継続できるよ
うに支援する。

２．  助産学生が熊本地震で被災された方々へのボラン
ティア活動を行う際に役立つ情報を提供する。

理事会 , 関連委員会と連携
4月 16 日：東日本大震災の被災地で支援活動に当た
られた理事からチラシ「避難所女性に必要な情報」の
提供を受け、理事会では、「迅速に具体的な支援をする」

事を基本方針とし、進め方の確認が行われました。
4 月 17 日：全国助産師教育協議会は、1．HP にお悔
やみとお見舞い文を掲載する。2．災害時情報を提供
する（理事が提供できる災害時に役立つ情報を掲載す
る）。3．被災地域にある非会員校に対しても、メール
等で連絡を取り、困っていること・必要なことを伺い、
支援を実施する。4．その他各理事からの提案を迅速
審議ののち実行する。理事会にコアチームを結成する。
①このコアチームで了解されたのち、理事会のメール
審議にかける。②合意が得られたら、実行に移す。5．
実行とモニターは各委員会が担当することが決議され
ました。
4 月 19 日：ホームページにおくやみ文、震災関連情
報掲載のアドレスを掲載しました。

義援金活動
4月 26 日：理事会では、東日本大震災時に施行した「助
産師教育支援のための災害義援金の内規（平成 23 年
の 4 月）」を見直し、4月 26 日「熊本地震による助産
師教育のための義援金募集」開始をホームページに掲
載しました。6月は総会で募金活動を行いました、多
くの会員校、個人会員の皆様のご厚意により、義援金
総額は 159,963 円となりました。ご協力いただきまし
た皆様に心よりお礼申し上げます。
12 月 17 日：募金活動のホームページ掲載から半年が
経過したため、理事会で分配方法を決議しました。
平成 29 年 1 月 17 日：被災届があった 2校 15 名の助
産学生、熊本の被災校に見舞金を送金しました。
被災者の一人は「震災から 8か月が過ぎようやく散
乱した荷物の片づけができた。震災前にはほど遠いが、
日常生活が戻ってきた」と話しています。空から熊本
市街地を撮影した写真には、ブルーシートをかけた家
屋が目立ち、災害の爪痕は色濃く残っていました。
復興にはまだまだ月日が必要と思いますが、卒業生
が被災経験を糧に未来に羽ばたくことを祈念しており
ます。
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教育・活動報告

第 8回（通算 53 回）公益社団法人全国助産師教育協議会社員総会

日　時 場　所

2017（平成 29）年 6月 10 日（土）・11 日（日） 東邦大学　看護学部
〒 143-0015　東京都大田区大森西 4-16-20

2016 年 4 月、安倍首相は、参議院議員薬師寺みち

よ氏の質問に対し、国会答弁書において、子宮頸が

ん検査の細胞採取は看護師の診療補助行為として、

医師の指示のもと実施可能であるとの法解釈を示し

ました。これに対し産婦人科医会及び学会から精度

管理の視点から照会が出され、厚生労働省は、産婦

人科医師の指示の下、実施にあたる看護師が相当の

訓練を受けていることが適当と考える、と回答しま

した。

助産師は女性のリプロダクティブヘルス・ライツ

にかかわる専門家であり、性教育や妊娠分娩産褥期

のケアを通して子宮頸がんに深く関与しています。

全国助産師教育協議会は上記を受け、今後助産師が

子宮頸がん検査を実施していく可能性を見据え、助

産学生の教育の中に子宮頸がん検査の知識・技術を

取り入れる準備を開始することを理事会にて決定し

ました。

そのためには、まず教員の研修から開始いたしま

す。全国研修会、全国総会等の機会を通して、機関

校の皆様への情報と研修の機会を提供していく予定

です。今後、来年度の地区研修会で実施して頂く当

該研修会モデル案をお知らせいたします。地区長の

皆様には、各地区研修会において子宮がん検査の教

員研修を行って預けると幸いです。ご協力の程、よ

ろしくお願い致します。

なお、会員校の皆様におかれましては、今後の研

修会開催のお知らせにご留意頂き、積極的にご参加

くださいますようお願い申し上げます。

情報提供と全国助産師教育協議会の今後の方針
－看護師の診療補助行為として子宮頸がん検査実施可能との閣議決定について

全国助産師教育協議会　会長　井　村　真　澄
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教育・活動報告

中国・四国地区　報告

平成28年度　中国・四国地区地区長　高知大学大学院実践助産学課程　池　内　和　代

Ⅰ．地区交流会の開催
【開催日時】平成 28年 8月28日（日）11：30～12：30
【会場】高知大学医学部看護学科棟 1階　多目的室
【参加者数】23 名　10 校
【担当校】  高知大学大学院総合人間自然科学研究科

実践助産学課程
【議題】
１．報告事項
・理事会報告
・看護職パップスメア実施について
・男子学生の母性実習について
・CLoCMiP について
２．意見交換
・  分娩介助実習については、各学校に実習の工夫点
の意見交換を行う。特に夜間の実習指導に関して
は臨床の協力を得て実施しているが教員の疲弊も
ある。
・  分娩件数は低下しているが助産師養成学校は増加
している状況である。また、就職希望の施設には
偏りがあり、就職試験に落ちてしまうという現状
もある。
・  9 例を下回らないようにしないと力のない助産師
を排出することになり助産師の存在意味を問われ
ることになる。等々の意見交換がなされました。 
Ⅱ．研修会
【開催日時】平成28年8月28日（日）13：00～16：00
【会場】高知大学医学部看護学科棟 2階　保健指導室
【参加者数】26名　
【プログラム】
１．テーマ：助産師教育の未来を考える
２．講　演：
「助産師教育を担う人たちへ」
元香川県立保健医療大学教授　宮本政子　先生

「助産師教育に関して臨床の立場からの意見」
高知赤十字病院　看護師長　渡邊　文　　先生
国立高知病院　　看護師長　岡林　裕恵　先生

３．教員・臨床との意見交換会
・新人が伸びるかどうかは、当たり前のことが当た
り前にできる、その場になじむ、コミュニケーショ
ンが取れる、疑問を言える、スタッフが教えたい
と思える、ということが重要である。
・教員は臨床と橋渡しをする役割であり、臨床・教
員との情報交換が重要である。
・学生の分娩介助については 1～ 2 例目が重要であ
るため臨床・教員が丁寧にかかわる必要がある。
・担当の講義の中で臨床も興味がある講義をOpen
にし、実習関連施設対象に講義受講のお知らせを
し、受講時は証明書を発行している。CLoCMiP
の証明にも使ってもらえるようにしている。等々、
臨床が望むことや教員側からの臨床との連携強化
に向けた取り組みなど、活発な意見交換ができま
した。

Ⅲ．アンケート結果
1．交流会、研修会の満足度（n＝ 17）
あまり満足しなかった、満足しなかった、と答えた
方はおられず、17名が満足した、という結果であった。

地区交流会の満足度

研修会の満足度

たいへん満足した

12人（70.6%） 5人（29.4%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12人（70.6%） 5人（29.4%）

満足した

図 1　地区会における交流会・研修会の満足度

2．研修会内容について（n＝ 17）
ほとんどの方が役に立った、という回答であった。

大いに役立てる

役立てる

11人
（64.7%）

6人
（35.3%）

図 2　助産教育の一助になったかどうか

３．全体的な意見・感想（自由記載）
・細かな配慮を頂きながら研修させていただきました。
・講師の方々のお話しに元気をもらいました。意見
交換会も有意義でした。
・他校の現状を知ることができて参考になりまし
た。特に臨床師長さんとのお話しができてとても
よかったです。

臨床の方と教員との意見交換会の様子
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●●●●●教育・活動報告

【日時】平成 28 年 12 月 17 日（土）10：00～17：00

【場所】  三重大学医学部看護学科　新医学棟 3階第 3

講義室

【出席者】  中部地区総会 37 名（14 校）、シームレス

な教育に関する討論 38名、教育講演 39名

【内容】

1．10：00～10：55　中部地区総会

2．11：00～12：00　シームレスな教育に関する討論

「教育から臨床へシームレスな教育を行うための

工夫について」に関する事前アンケートの調査結果

について、名古屋大学の高橋由紀准教授より報告が

されました。その報告後、1）学内において臨床と

の乖離を予防する点、2）実習時に臨床との乖離を

予防する工夫、3）臨床と教育のシームレスな教育

を阻む問題点とその対策について、グループディス

カッションを行い、グループ毎に発表し、参加者全

員で共通理解を図りました。

臨床との乖離を予防するには、臨床との十分な話

し合いを持つことや実習の目標や到達度の一致をさ

せることの重要性について発表がありました。参加

者からは、「臨床と十分なコミュニケーションが必

要であることを再認識した。」「卒後教育も含めた

シームレスな教育が必要であることに気づかされた

ので、今後の教育に活かしていきたい。」という感

想がありました。

3．13：00～17：00　研修会

1）教育講演

「  産前産後をつなぐ切れ目ない支援～助産師のケ

ア能力を高める～」

 帝京大学福岡医療技術学部　  平田伸子教授 

松本八千穂講師

2）産褥入院に関する活動報告

 鈴鹿医療科学大学看護学部　國分真佐代教授

教育講演では、地域母子活動における児童虐待予

防の取り組みについて、法制度、支援を必要とする

妊産婦への情報提供、母子保健施策について、ご自

身の活動を交えながらのお話をされました。助産師

に求められることとして、問題のある親ではなく、

支援を必要とする親と捉え、気になる妊婦を他機関

と連携して支援する重要性が強調されました。活動

報告では、母親のニーズに合わせた産後入院のケア

について報告がされました。

教育講演と活動報告の内容を踏まえ、教育上の課

題や教育にどう反映させられるかについてのグルー

プディスカッションを行い、意見交換を行いました。

参加者からは、「教育講演では、法改正の意味と今後、

何を見極めるべきかとてもよく理解できた。」「地域

で子育てを支えるために、行政にも助産師が必要で

あることを認識した。」「グループディスカッション

では、活溌な意見交換ができ、他校の教員と課題を

共有することができた。」という感想がありました。

今回の研修会ではグループディスカッションの時間

を多く取り入れたことから、養成機関の違いを超えて、

十分な意見交換ができ、今後の助産師教育に活かし

ていくことができる有意義な研修となりました。

教育講演時の質疑応答

中部地区研修会報告

平成28年度　中部地区地区長　名古屋大学医学部保健学科看護学専攻　入　山　茂　美
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教育・活動報告

日　時：2016 年 8 月 20 日（土）　13：00 ～ 16：00
会　場：帝京平成大学ちはら台キャンパス
テーマ：『  助産師教育カリキュラムにおける思春期教

育の実際－地域との連携に焦点を当てて－』
プログラム：
13：00 ～ 14：50　Ⅰ．助産師教育シンポジウム
１．  教員の立場から　　　大澤　豊子（帝京平成
大学地域医療学部看護学科　教授）
　・小中学校における思春期教室の実施報告
　・助産師教育のカリキュラムの位置付け
　・健康教育の展開
　・思春期教室実施後のアンケート結果
　・養護教諭・保健師との連携

２．  養護教諭の立場から　　　米澤　洋子（元中
学校養護教諭）
　・中学校における思春期教室
　・指導方法の工夫
　・中学校での思春期教室の効果

３．  健康福祉センターの立場から　椎田　好恵
 （千葉県市原健康福祉センター主査）
　・  助産師教育カリキュラムにおける思春期
教室の実際と効果

　・管内の思春期保健
４．  助産師学生による思春期教室デモンストレー
ション（帝京平成大学地域医療学部看護学科）
　テーマ : 思い合うってなんだろう

　対　象：小学 5年生
　内　容：１．自己紹介

　　２．赤ちゃんの成長過程説明
　　３．赤ちゃん抱っこ体験
　　４．ドラマ

参加者数：64 名
アンケートによる感想：
・学生のデモストレーションが大変良かった。
・思春期の「生」の教育、養教と保健師などタイアッ
プしていくということはこういうことなんだと学
ぶことができた。学生の生の声が聞けて良かった。
・幼少期の愛着が、思春期から成人しても様々な問
題を抱えてしまう根底には、人の尊厳が軽んじら
れているという現状がある。この思春期教育は人
が生きていく上でとても大切なことを伝えるも
の。ぜひ継続してください。
15：00 ～ 16：00　Ⅱ．地区総会の開催
１．地区別研修会課題検討
テーマ：  『教育から臨床へシームレスな教育を

行うための工夫』
※  事前に現状と工夫・取り組みについて報告をして
もらっていたためスムーズに意見交換ができた。
１）実習環境や教育体制の現状
・施設側との連携が重要である。
・  県によっては、看護職員を確保する為に、助成
している施設に指導者を派遣しているシステム
がある。
・  学生の就職が増え、指導者の確保ができれば、
シームレスな教育につながる。等々

２）どのような工夫・取り組みをしているか
・  実習前の実習調整会議、実習中の調整、実習後
の評価など、顔を合わせて話し合う機会や研修
会を実施している。
・  妊婦健診、分娩介助OSCEにて、臨床の状況を
再現した設定を工夫し、学生に臨場感を体験さ
せる。

16：00　閉会

関東甲信越地区研修会報告

平成28年度　関東甲信越地区地区長　帝京平成大学地域医療学部看護学科　大　澤　豊　子
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●●●●●全助教からのお知らせ

国立看護大学校は、2001 年に厚生労働省が開設し
た唯一の看護高等教育機関です。2005 年に修士課程
（相当）、2015 年に博士課程（相当）を開講し、現在
に至っています。助産師養成課程は開設当初から学
部教育の中で行い、今年度で 13 年目となります。
本学は「心と心が通い合う、人間的な看護」という
ヒューマンケアの理想を基盤に、政策医療を担う国
立高度専門医療研究センターで求められる高度な臨
床実践能力、臨床看護研究能力を身につけ、先端医
療の現場や国際医療協力の現場で活躍できる看護
師、助産師を育成しています。実習施設である 6つ
の高度専門医療研究センターには、臨床と教育の一

体化を図るため臨床教員が配置されており、学内で
の学びから臨地実習への連動が図られ、学生の実習
における臨床看護実践能力の育成がスムーズに進む
よう工夫されています。
助産師養成課程では、成育医療研究センター、国

際医療研究センターという高度専門医施設での実習
を行っており、ハイリスクな妊娠・出産に出会う機
会も多く、倫理的感性を備えた人材の育成をめざし
ています。妊娠・出産は子育てのスタートであり、
母親・家族がその親子らしい子育てができるために、
周産期においてはどのような支援が必要かを考え実
践できる基礎を培ってほしいと願い教育しています。

新規機関会員校紹介

国立看護大学校看護学部　看護学科　唐　田　順　子
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トピック

平成 26 年（2014）、政府は「妊娠・出産包括支援
モデル事業」の実施を決定した。各市町村に子育て
世代包括支援センターの仕組みを作り、そこに母子
保健コーディネーターを配置する。さらに、家庭や
地域での孤立感の解消を図るために相談支援を行う
「産前産後サポート事業」や退院後の母子に対して
心身のケアや育児のサポート等のきめ細かい支援を
行う「産後ケア事業」などを地域の実情に応じて実
施し、妊産婦等に必要な支援体制の構築を図るしく
みづくりである。
フィンランドのネウボラをモデルとした日本版ネ
ウボラである「子育て世代包括支援センター」に「母
子保健コーディネーター」として、助産師、保健師
等を配置し、妊娠届時、母子手帳の交付時からすべ
ての妊婦に個別にアドバイスを行う仕組みである。
妊娠の始めから出産、退院後の生活を考慮して個別
のケアプランを立て、援助の方向性を示し、さらに
母親たちのグループを紹介するなど、母親自身のセ
ルフケアを高めていくことを目指す。妊娠中から産
後の支援者について、またその後の保育園入所につ
いても話し合い、継続的に支援を行っていく。情報
や知識を提供することはもちろんだが、退院後の仲
間づくりや悩み・不安の解消を図る機会を設け、退
院後にスムーズな生活がおくれるように、また、困っ
たときには自ら解決できるように支援を行うこと
が、安定した状態での子育てを可能にし、夫婦、親
子の絆を深めることにつながるという考え方であ
る。
1980 年代から、長い間、高齢者政策が中心であっ
た日本だが、ここにきてようやく「子育て」が社会
保障の4本目に入った。この事業は、平成26年（2014
年）末に閣議決定がされた「人口減少克服・地方創
生にむけたまち、ひと、しごと創生総合戦略」（平
成 26 年 12 月 27 日に閣議決定）のなかに位置付け
られた。
すでに上記のような取り組みが、各地でモデル事
業として始まり、産前・産後ケアから始まる「子育
て支援包括センター」が開設されている。
これは前述の通り、フィンランドで実施されてい
る子育ての包括的な支援センター（ネウボラ）を参
考にした取り組みだが、日本版のネウボラとして実

施されるには、産後ケアの充実や地域のNPOやシ
ニア世代による、産前産後サポーター事業を加えた
3事業を実施していくことが重要である。
産後ケア事業は、産後の母親の心身の回復はもち
ろん、良好な母子の愛着形成を促進する大事な支援
である。産後直後は両親と新生児の大事な出会いの
場だが、人間だけに起こる、母親の出産後のホルモ
ンの劇的な低下により、出産後の母親は疲労と精神
的に不安定な状態にあるといわれている。一方で、
この時期は、子どもにとっては、人生の心理的健康
を決定しうるといわれる、「愛着」を形成する上で
最も大事な時期で、この時の親子関係の質が個人の
長期的な社会的・心理的健康を本質的に決定づける
ものになるといわれている。つまり、この大事な出
産直後、出生直後の時期に、母親となった女性の心
身を癒し、親子の愛着形成と、親としての自立を促
し、社会復帰への援助を行うことが重要となる。
また、妊娠期の孤独、子育て不安の解消、孤立を
防ぐ目的として産前・産後サポーターの存在も大事
である。妊娠期から子育て仲間の輪を作り、女性を
包括的に支援することが本来の意味での産前・産後
ケアであり、現在の母子保健事業ではこのソーシャ
ルキャピタルの考え方がほとんど抜けている状況に
あるといえる。
産前・産後ケアを行う上で欠かせない専門職であ
る助産師・医師・保健師・保育士・栄養士、心理士
に加え、産前産後サポーターとなる愛育班員、産後
ドゥーラ・育児支援サポーター等の地域の人々が母
親や、家族の自立支援を支えるホスピタリティと見
守るシステムの中で新しい家族が生活の基盤をつく
り、その後の保育園入所へとつながっていく。
女性が「出産」という人生の節目に、自分の身体
や心、ひいては人生に向き合うことで、豊かなパー
トナーシップや子育て、市民の地域社会への貢献、
ワークライフバランスなど、今の日本に欠けている
ものを、自然に実現できる可能性が開けると考えて
いる。人にやさしくされた人は、今度は次の人にそ
のやさしさを伝えていくことが出来る仕組みづくり
である。その地域の仕組みを構築していく子育て支
援包括支援センタープロジェクトは助産師が中心と
なることが今求められている。

「助産師が自治体と協働で取り組む子育て世代包括支援のしくみ」

東邦大学大学院　性・生殖看護分野　家族・生殖看護学研究室　教授　福　島　富士子
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筑波大学の助産師教育に関わらせていただくこと
になりこの春で 9年目を迎えます。2014 年度から大
学院化し、ますます身の引き締まる思いと責任を感
じながら日々教育に奮闘しております。
助産師学生は 1年次に講義や演習・実習を通して
助産師に必要な知識や技術を身につけ、秋から分娩
介助実習に入ります。並行して修士論文の研究を進
めながら 2年次の講義や実習もこなします。寝る間
も惜しみ懸命に取り組んでいる助産師学生に対し、
教員として何ができるのかを日々考えています。学
生が最大限によりよい教育が受けられるような講義
や演習、実習の展開・調整や精神的サポートなどで
きることは多くありますが、もっとよい関わりが持
てたのではないかと、いつも振り返っているばかり
の自分の姿があります。
助産師教育はただ単に助産という学問を教えるの
ではなく、「助産師を育てる」ということであると
思います。知識を豊富に備え診断や技術を的確に行
えるようになること、それをベースに自分で考えて
行動に移すことのできる力、観察力や洞察力、判断
力、冷静さ等々・・助産師として必要な能力は多く
あり、これらは学生時代にしっかりと身につけるこ
とができるよう関わる必要があります。
教育者としてのスタンスが確立途上である私です
が、ただ一つ、学生に対して「こんな助産師になっ
てほしい」という思いがあります。それは妊婦さん
や産婦さん、褥婦さんに「そばにいてほしい」と思っ
ていただけるような存在になること、またそれを大
切にし、寄り添うことのできる助産師になることで
す。それは本当に難しいことであり助産師として経
験を積む中で磨かれていくスキルなのかもしれませ

ん。しかし、このことが助産師としていかに重要な
ことなのか学生自らが理解し、そのためにどうすれ
ばよいのかを考え、実行することができるように教
員は関わっていくことが必要であると感じます。
学生時代に受けた教育や経験は、これから助産師
として働くようになってからの価値観や考え方に大
きく影響すると思います。もちろん臨床経験を積む
中でさらに様々な経験をし、その価値観も変わって
くることもあると思います。しかし出発点での違い
で、その後助産師としての伸びしろが大きく変わっ
ていくのではないかと考えます。
多くの課題をこなすこと、そして昼夜問わない何
週間にも及ぶ実習。学生は多くの様々な壁に突き当
たります。そのような中で助産師として必要な精神
力が鍛えられていくのだと思います。学生がそれを
1つ 1 つ乗り越えて行けるよう教員は学生個々の特
性をよく見極め、この学生にとってどのようなサ
ポートが最も適しているのかを考えながら十分に関
わっていく必要があると感じます。自らの力で困難
を乗り越えることができた経験は、学生にとって大
きな達成感と自信に繋がっていくでしょう。私はそ
のスキルをもっと磨いていきたいと思っています。
いろいろな特性を持った学生が毎年入学してきま
す。私は教員として一番必要なことは、一人一人の
学生を理解する、ということだと思っています。ま
だまだ私には難しいことです。助産師として学生時
代に修めるべきことはきちんと押さえつつ、学生
個々の長所をうまく伸ばして、「そばにいてほしい」
助産師が多く育っていくことを願い、今後も教育者
として成長していけるよう邁進していく所存です。

助産師を育てる

筑波大学医学医療系　ウィメンズヘルス看護学・助産学　助教　川　野　亜津子
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公益社団法人　全国助産師教育協議会

平成 28年度　第 3回理事会議事録

日時：平成 28年 9月 22日（木祝）　11：00～17：10
場所：東京都助産師会館 5階（会議室）
出席理事：  井村　真澄、我部山キヨ子、佐藤　香代、

大石　時子、久保田君枝、鈴木　康江、
高橋　順子、福島　裕子、渡邊　典子

出席監事：熊澤美奈好、島田　啓子
出席幹事：潮田千寿子、山﨑　圭子
欠席理事：兵頭　慶子
書　　記：潮田千寿子

（敬称略）
理事総数：10 名　　出席理事：9名
監事総数： 2 名　　出席監事：2名
＊出席理事が過半数であり、理事会が成立する。

議事次第
Ⅰ会長挨拶
・  助産師教育研修研究センター運営委員会から
3名の委員が出席し、センターの位置づけや
今後の事業について話し合う。
・  理事会として取り組むべき課題は多い。結束
を固めて粛々と進行する。

Ⅱ審議事項
 1）センター運営委員会との合同協議
・平澤センター長、恵美須委員、村上委員出席。
（1）  センター運営委員から、審議事項の議題と

して挙げられたのは次の 3点である。
①センター運営委員会の位置づけ
②  各委員会との連携、理事会とセンターとの
連携
③センター事業の今後
・  今後も世の中のニーズと連携しながら、セン
ターと理事会が有機的に連動していく活動を
する。
・  具体案は理事会で検討し、それをセンター委
員会に提案、検討する。

 2）議事録承認
①  平成 28 年度第 2 回理事会議事録（案）承
認された。

 3）  子宮頸がん検体採取に関する教員研修計画
・  次回会議までに、大石理事を中心に検討す
る。必要時は、複数メンバーとする。

 4）社会貢献委員会；社会貢献班
①熊本地震義援金の配分
・検討資料を用意し、次回会議で検討する。
②北海道・岩手県の台風 10 号被害

 5）事務所倉庫賃借料見積
・  今年度利用料の、半年の残金支払いについ

て、承認された。次年度は倉庫の状況を見
て検討する。

 6）個人会員入会承認：承認された。
 7）  CLoCMiP レベルⅢ更新（教員）方針
①  日本助産実践能力推進会議ワーキンググ
ループ会議出席
②助産学会でのプレゼンテーション

 8）組織強化委員会
①助産師学生の募集に関する調査

 9）各省庁への要望書
（1）厚労省
（2）文科省
（3）自民党への要望書
10）選挙管理委員の選定
・理事10名、監事2名を選出することとする。
・  地区長からの推薦となるので、地区長に依
頼する。

11）教育検討委員会
①  教育推進班：コア・カリキュラムのデルファ
イ調査
②  教育評価班：「助産師に求められる実践能
力の到達度自己評価に関する実態調査」助
産学会に演題登録予定。

12）国際関連活動委員会

Ⅲ報告事項
 1）広報委員会
 2）社会貢献委員会
①  地域連携班：第 31 回日本助産学会コング
レス学生交流会　進捗状況
②  メール審議：助産師から被災地への女性の
皆様へのメッセージ

 3）平成 29 年度事業計画・予算書案
 4）センター運営委員会
①  特定分野（助産）実習指導者講習会修了：
東京会場（8/21）、大阪会場（8/28）
②関東甲信越地区研修会（8/20）実施

 5）将来構想委員会
①  総会ワークショップ「先駆的教育方法の試
み」の総括と提言
②  助産師教育と臨床実践とのスムーズな橋渡
しのために　到達目標の検討

 6）薬師寺議員との協議
① Pap Smear の件
②コア・カリキュラムの見直し

 7）  第 2 回日本助産実践能力推進協議会
 8）  第 1 回日本助産実践能力推進協議会ワーキン
ググループ

 9）日本看護協会主催「納涼会」
10）自民党看護問題小委員会
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「平成 29 年度予算編成に向けた要望書」提出
11）文科省コア・カリキュラム検討会　
12）2016 厚労委託研究計画
13）厚労省委託研究の学会報告

Ⅳその他
 1）  ヘルシー・ソサエテイ賞推薦のお願い
 2）  「第 10 回母子手帳国際会議」の後援に関する
お願い

 3）ひまわり褒章 2016

平成 28年度　第 4回理事会議事録

日時：平成 28 年 10 月 16 日（日）　11：00～16：00
場所：東京都助産師会館 5階（会議室）
出席理事：  井村　真澄、我部山キヨ子、佐藤　香代、

大石　時子、久保田君枝、鈴木　康江、
高橋　順子、兵頭　慶子、福島　裕子、
渡邊　典子

出席監事：熊澤美奈好、島田　啓子
出席幹事：潮田千寿子、山﨑　圭子
書　　記：潮田千寿子

（敬称略） 
理事総数：10 名　　出席理事：10 名
監事総数： 2 名　　出席監事： 2 名

議事次第
Ⅰ会長挨拶
前半を振り返り、後半の活動についてもしっか
り検討していきたい。

Ⅱ審議事項
 1）議事録承認
①  平成 28 年度第 3 回理事会議事録（案）が
承認された。

 2）子宮頸がん検体採取に関する研修会
 3）  教員の CLoCMiP 研修の更新要件
 4）教育検討委員会
①教育推進班：デルファイ調査

 5）社会貢献委員会

①熊本地震義援金の配分
②激甚災害に関する方針

 6）組織強化委員会
①助産師学生の募集に関する調査

 7）平成 28 年度全国研修会
 8）広報委員会
①ニュースレターNo88・89（案）

 9）各省庁への要望書
①厚労省

10）  「日本看護サミット 2017」後援名義使用依頼
11）会員校への調査依頼

Ⅲ報告事項
 1）教育検討委員会
①教育評価班；助産学会発表の抄録　　

 2）  厚労省委託研究報告の助産学会報告内容
①  「分娩介助例数の実習評価表に基づく実態
調査」
②  「臨床指導者がとらえる助産学生の分娩期
ケア能力の学習到達度に対する調査」
③  「助産学生の臨床実習および諸学国の助産
教育課程についての文献レビュー」

 3）社会貢献委員会
①「健やか親子 21 全国大会」参加報告
②  地域連携班；第 31 回日本助産学会プレコ
ングレスのプログラム及び学生募集

 4）平成 28-29 年度選挙管理委員

Ⅳその他
 1）将来構想委員会の進捗状況
 2）HPへの掲載
 3）センター委員会との今後の話し合い

平成 28年度　第 5回理事会議事録

日時：平成 28 年 12 月 17 日（土）　11：00～16：50
場所：東京都助産師会館 1階（八千代保育園）
出席理事：  井村　真澄、佐藤　香代、大石　時子、

鈴木　康江、高橋　順子、兵頭　慶子、
渡邊　典子
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欠席理事：  我部山キヨ子、久保田君枝、福島　裕子
出席監事：熊澤美奈好
欠席監事：島田　啓子
出席幹事：潮田千寿子、山﨑　圭子 
書　　記：潮田千寿子

（敬称略） 
理事総数：10 名　　出席理事：7名 
監事総数： 2 名　　出席監事：1名

＊  出席理事が過半数であり、理事会が成立する旨、
会長から宣言された。

議事次第
Ⅰ会長挨拶
・次年度の予算・活動計画の検討に入る。適切な
予算編成を行いたい。
・将来構想委員会からは、将来ビジョン達成のた
めの課題と、それに対する対応策案が示される
予定である。
・厚労省の委託研究は、実態を踏まえたさらなる
充実を目指したい。
・子宮頸がん検診は、具体的な実施計画を検討す
る。
・2年間のモデルカリキュラムを確実に進めなが
ら、教員の質の向上、教育力の向上を目指して
いきたい。
・全国研修、特定分野実習指導者講習等、さまざ
まな課題に対して、力を合わせて推進したい。

Ⅱ審議事項
 1）総務関係
①  平成 28 年度第 4回理事会議事録（案）：承
認された

②第 8回定時社員総会日程（案）：承認された
③平成 28 年度地区長会（案）：承認された。
④  平成 29 年度　全国研修会　担当者決定（関
東甲信越地区）

 2）子宮頸がん検診　教員研修
①教員研修計画 今後のながれ
②平成 29 年度各地区研修会モデル案
③教材の貸出

 3）広報委員会
①HP掲載の会員名簿の学校区分
②ニュースレターNo.88　No.89：承認された。

 4）組織強化委員会
①助産師学生の募集に関する調査  

 5）平成 28 年度全国研修会
 6）  特定分野実習指導者講習会補助金獲得
 7）平成 29 年度事業計画・予算案
①平成 29 年度事業計画・予算案（各委員会別）
②平成 29 年度収支予算書（案）
a）教育評価班
b）組織強化委員会
c）センター運営委員会

・  上記 a）～ c）の決定事項について、
担当者は、地区長会までに確認する。
・  パブリックコメントで事業計画に対
して、意見をもらう。

 8）将来構想委員会
①  ミニマム・リクワイメンツとそれぞれの到
達目標との対比に関する総括 
②将来ビジョン 1実現のための方策の検討

 9）倉庫賃契約
10）社会貢献委員会
①  「中・高校生向けリーフレット」に関する
意見
②助産師教育支援のため災害義援金（内規）

Ⅲ報告事項
 1）要望書提出
 2）選挙管理委員会
 3）国際関連活動委員会
 4）社会貢献委員会
①調査報告
②  平成 28 年度オレンジリボン運動参加校一
覧表
③熊本地震義援金の配分

 5）  保健師助産師看護師国家試験出題基準の改定
 6）  厚生労働省看護職員確保対策特別事業進捗状
況

Ⅳその他
 1）日本助産実践能力推進協議会
 2）ヘルシーソサエティ賞の推薦結果
 3）  仙台医療センター名誉院長　高橋克幸氏へ弔
電

 4）  文科省コア・カリキュラム委員会
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編 後集 記

卒業式の季節に入りました。
限られた期間や環境の中で助産師教育を行うこと
は困難なことも多く、卒業は先生方のたゆまぬ努力
を重ねた結果といえます。少産少子時代が本格化す
る中、助産師を取り巻く状況も大きく変化していま
す。まだまだ未熟なところを残して卒業していきま
すが、4月からは助産師として志高く、逞しく生き
ていくことを願うばかりです。
会員の皆様、ご執筆者その他多くの関係者の皆様
に支えられ、2016 年度ニュースレター発刊も無事に
終えることができました。皆様に心よりお礼申し上
げます。これからも広報委員は一丸となって助産師
教育に関する情報を皆様にご提供できるよう力を注
いでまいります。
春とはいっても朝夕まだまだ冷え込みます。年度
末でご多用のことと存じますが、くれぐれも体調を
崩されませぬようご自愛ください。

東尾　公子（近畿大学附属看護専門学校）
中西　伸子（奈良県立医科大学）
古川　洋子（滋賀県立大学）
岡山　久代（筑波大学医学医療系）
鈴木　康江（鳥取大学）
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